
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 千里金蘭大学 
設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

生活科学部 

食物栄養学科 
夜 ・

通信 

2 

0 

75 77 13  

児童教育学科 
夜 ・

通信 
38 40 13  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
0 34 36 

 

13 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/practice_teach_list.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 千里金蘭大学 
設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/directors.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社技術顧問 
2022.5.1 ～

2025.4.30 

経営の健全化、安定

化に向けたチェッ

ク機能 

非常勤 なし 

2020.10.1

～

2023/9/30 

経営の健全化、安定

化に向けたチェッ

ク機能 

非常勤 なし 

2019.10.24

～

2022.10.23 

経営の健全化、安定

化に向けたチェッ

ク機能 

（備考）学外理事 3名 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 千里金蘭大学 

設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバス作成にあたっては、12月末に作成要領を授業科目担当教員全員へ配布し、シ

ラバス作成を依頼している。シラバス作成要領には、はじめにシラバスの役割、シラ

バスの整備と教育の質保証の関連の理解を求め、授業の方法及び内容、到達目標、成

績評価の方法や基準、授業時間外の学修等の留意点を記載し、この作成要領に基づい

てシラバスを作成するよう依頼している。 

また、授業の概要の項目において、実務経験のある教員の授業科目には、実務経験を

活かしてどのような授業をおこなうのかを記入するようにしている。 

1 月末にシラバス作成を締め切り、2 月中旬に第三者によるシラバスチェックをおこ

なっている。シラバスチェック後の修正が必要な場合、各授業科目担当者に修正の依

頼をしている。修正後に、全科目のシラバスを 3月末に Web上で公表している。 

授業計画書の公表方法 https://unipa-web.kinran.ac.jp/up/faces/login/Com00501A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

単位認定は、学則に基づき、講義科目、演習科目、実験・実習及び実技科目等の単位

計算方法を定めており、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に

必要な学修などを考慮したうえで、合格が認められた者に対して、単位を認定してい

る。 

授業の成績評価も、学則に基づき、秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70点）、

可（69～60点）及び不可（59～0点）の 5段階評価とし、秀・優・良・可を合格、不

可を不合格としている。 

評価方法に関しては、シラバスの成績評価の方法と基準欄に、筆記試験、レポート試

験、実験・実習、課題・作品提出、授業参加度等とその比率等を明示し、総合的に評

価している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績評価に対して、GPA を下記の算出基準・方法により導入している。これらの基準

及び方法は、履修規程において定めており、Web 上および学生ハンドブックで公表し

ている。 

成績の分布表は、ＧＰＡ値を用いて学年・学科別にて公表する。 

 

＜GPAの算出基準＞ 

 評点 評価 GP 

合 格 

100～90 点 秀 4.0 

89～80 点 優 3.0 

79～70 点 良 2.0 

69～60 点 可 1.0 

不合格 59～ 0 点 不可 0 

 

  ・GPA算出方法 
 

   （履修登録した授業科目の GP×その授業科目の単位数）の合計 

   履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

  ※算出除外科目 

  ・上記の 5段階評価ができない認定単位については、GPA算出から除外する。 

  ・卒業要件以外となる資格科目については、GPA算出から除外する。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/course.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

GPA＝   



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

以下の各学科のディプロマ・ポリシーに則り、各学科 124単位以上を修得した者につ

いて、学部教授会の議を経て学長が卒業を認定している。ディプロマ・ポリシーは Web

上に公表し、学生ハンドブックにも記載し周知している。 

 

生活科学部 

 

食
物
栄
養
学
科 

食物栄養学科では、豊かな教養と人間性を備えるとともに、食、栄養及び健康に関
する専門知識を有し、食の分野から、地域社会の人々の健康づくりに貢献できる人
材を育成するために、所定の課程を修め、 124単位の単位修得と必修等の条件を
充たしたうえで、次のような目標を達成した者に学位（栄養学）を授与する。 

 

<知識・技能> 
教養・専門性・総合力 

自らを育て自立した女性として、
幅広く深い教養を修めるとともに
、食、栄養及び健康に関する専
門的知識や技術を修得し、総合
的に活用する力を身につけてい
る。 

 

<思考力> 
問題解決・発見力 多様化する社会や人々の健康問

題に対し、自らの価値観及び倫
理観に基づき解決する力を身に
つけている。 

論理的・ 
批判的思考力 

食、栄養及び健康に関する諸問
題に対し、自身の考えを論理的
かつ柔軟に組み立てる能力を
身につけている。 

客観的思考力 
さまざまな事象に対し、科学的・
客観的視野に立って評価する能
力を身につけている。 

生涯学習力 
食を通じた人々の健康への貢献
のために、常に新しい技術や知
識を学び続ける力を身につけて
いる。 

 

<実践力> 
自律的活動力 主体的に行動する力を身につけ

ている。 

人間関係形成力 人権や生命の尊厳について深
く理解し、人々のさまざまなライ
フステージに応じて協調した行
動がとれる力を身につけている
。 

社会参画力 
市民社会の一員として、臨床、
福祉、学校、行政などの現場を
はじめとする地域社会に貢献
できる力を身につけている。 

 
児
童
教

児童教育学科では、豊かな人間性と高い専門性を備え、子どもの成長・発達を支援
し、社会に貢献する意欲のある保育者・教育者を育成するために、所定の課程を修
め、124単位の単位修得と必修等の条件を充たしたうえで、次のような目標を達成し
た者に学位（児童学）を授与する。 



  

育
学
科 

 

<知識・技能> 教養・専門性・総合力 
自らを育て自立した女性として
、幅広く深い教養を修めるととも
に、子どもの豊かな発達と学び
の支援に求められる保育・教育
・福祉に関する専門的知識・技
術を習得し、総合的に活用する
力を身につけている。 

 

<思考力> 
問題解決・発見力 子どもを取り巻く環境の変化や

子どもに関する諸問題を発見し
解決する力を身につけている。 

論理的・ 

批判的思考力 
子どもに関する諸問題に柔軟に
判断し、対応できる論理的・合
理的・批判的思考力を身につけ
ている。 

客観的思考力 
自身の知識・技能を客観的に
判断・省察し、それに基づき計
画を見直し・修正する力を身に
つけている。 

生涯学習力 
現代社会に広く興味を有し、保
育者・教育者として自ら学び続
ける力を身につけている。 

 

<実践力> 自律的活動力 自己を律し、自立して活動する力

を身につけている。 

 
人間関係形成力 ①子どもや保護者に対して愛情

深く寛容で温かい援助・指導を行
える力を身につけている。 
②他者と協調・協働して取り組め
るコミュニケーション力を身につ
けている。 

社会参画力 
積極的な社会参画を行い、市
民社会の一員としての責任を自
覚し行動する力を身につけてい
る。 

 

看護学部 

 
看
護
学
科 

看護学科では、豊かな人間性と倫理観及び専門的知識と技能を基盤とした看護実
践ができる看護職者を育成するために、所定の課程を修め、124単位の単位修得と
必修等の条件を充たしたうえで、次のような目標を達成した者に学位（看護学）を授
与する。 

<知識・技能> 
教養・専門性・
総合力 

自らを育て自立した女性として、幅広く深い教養を
修めるとともに、命の尊厳を基盤とした豊かな人
間性、倫理観、責任感を身につけている。 

 

<思考力> 
問題解決・
発見力 

人々を取り巻く環境の変化や健康問題を発見し
解決する能力を身につけている。 

論理的・ 

批判的思考力 
健康課題に対し、批判的・分析的・論理的思考能

力を身につけている。 



  

客観的思考力 
あらゆる状況において、科学的・客観的視野に立
って的確な判断ができる能力を身につけている。 

生涯学習力 
健康課題に対し、常に新しい技術や知識を探求
する姿勢と柔軟な創造性を身につけている。 

 

<実践力> 
自律的活動力 効果的な看護実践に向け、主体的に取り組む力を

身につけている。 

人間関係
形成力 

人間を一つの人格として全体的に捉え、豊かな
対人関係能力を身につけている。 

社会参画力 
市民社会の一員として、異文化への理解と社会に
貢献する姿勢が身についている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/diploma_policy.pdf 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 千里金蘭大学 

設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/r4/statement.pdf 

収支計算書又は

損益計算書 
https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/r4/statement.pdf 

財産目録 https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/r4/inventory.pdf 
事業報告書 https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/r4/convention_report.pdf 
監事による監査

報告（書） 
https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/r4/audit_report.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf_r2/hyouka.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 生活科学部食物栄養学科・生活科学部児童教育学科 

     看護学部看護学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/policy.html#policy01 ）                    

（概要） 

 

生活科学部食物栄養学科 

豊かな教養と人間性を備えるとともに、食、栄養及び健康に関する専門知識を有し、

食の分野から、地域社会の人々の健康づくりに貢献できる専門的職業人の育成を目

的としています。 

生活科学部児童教育学科 

豊かな人間性と高い専門性を備え、子どもの成長・発達を支援し、社会に貢献する

意欲のある保育者・教育者の育成を目的としています。 

看護学部看護学科 

豊かな人間性と倫理観及び専門的知識と技能を基盤とした看護実践ができる看護職者

の育成を目的としています。すなわち、看護に必要な科学的知識や技能を授け、人格

を涵養し、看護の実践や応用を通して疾病の予防、治療、健康の保持・増進に貢献でき

る人材を育成します。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/diploma_policy.pdf） 

（概要） 

 

以下の各学科のディプロマ・ポリシーに則り、各学科 124 単位以上を修得した者につ

いて、学部教授会の議を経て学長が卒業を認定している。ディプロマ・ポリシーは Web

上に公表し、学生ハンドブックにも記載し周知している。 

 
生活科学部 
 

 

食
物
栄
養
学
科 

食物栄養学科では、豊かな教養と人間性を備えるとともに、食、栄養及び健康に関
する専門知識を有し、食の分野から、地域社会の人々の健康づくりに貢献できる
人材を育成するために、所定の課程を修め、 124単位の単位修得と必修等の条
件を充たしたうえで、次のような目標を達成した者に学位（栄養学）を授与する。 

 

<知識・技能> 
教養・専門
性・総合力 

自らを育て自立した女性として、幅広く深い教養を修める
とともに、食、栄養及び健康に関する専門的知識や技術
を修得し、総合的に活用する力を身につけている。 

 

<思考力> 
問題解
決・発
見力 

多様化する社会や人々の健康問題に対し、自らの価値観
及び倫理観に基づき解決する力を身につけている。 

論理的・ 

批判的思考
力 

食、栄養及び健康に関する諸問題に対し、自身の考えを
論理的かつ柔軟に組み立てる能力を身につけている。 

客観的思考

力 

さまざまな事象に対し、科学的・客観的視野に立って評価
する能力を身につけている。 



  

生涯学習力 
食を通じた人々の健康への貢献のために、常に新しい技
術や知識を学び続ける力を身につけている。 

 

<実践力> 
自律的活動

力 

主体的に行動する力を身につけている。 

人間
関係
形成
力 

人権や生命の尊厳について深く理解し、人々のさまざま
なライフステージに応じて協調した行動がとれる力を身に
つけている。 

社会参画力 
市民社会の一員として、臨床、福祉、学校、行政などの
現場をはじめとする地域社会に貢献できる力を身につけ
ている。 

 
児
童
教
育
学
科 

児童教育学科では、豊かな人間性と高い専門性を備え、子どもの成長・発達を支援
し、社会に貢献する意欲のある保育者・教育者を育成するために、所定の課程を修
め、124単位の単位修得と必修等の条件を充たしたうえで、次のような目標を達成し
た者に学位（児童学）を授与する。 

 

<知識・技能> 教養・専門
性・総合力 

自らを育て自立した女性として、幅広く深い教養を修める
とともに、子どもの豊かな発達と学びの支援に求められる
保育・教育・福祉に関する専門的知識・技術を習得し、総
合的に活用する力を身につけている。 

 

<思考力> 
問題解
決・発
見力 

子どもを取り巻く環境の変化や子どもに関する諸問題を発
見し解決する力を身につけている。 

論理的・ 

批判的思考
力 

子どもに関する諸問題に柔軟に判断し、対応できる論理
的・合理的・批判的思考力を身につけている。 

客観的思考

力 

自身の知識・技能を客観的に判断・省察し、それに基づ
き計画を見直し・修正する力を身につけている。 

生涯学習力 
現代社会に広く興味を有し、保育者・教育者として自ら学
び続ける力を身につけている。 

 

<実践力> 自律的活動

力 

自己を律し、自立して活動する力を身につけている。 

 
人間
関係
形成
力 

①子どもや保護者に対して愛情深く寛容で温かい援助・指
導を行える力を身につけている。 
②他者と協調・協働して取り組めるコミュニケーション力を
身につけている。 

社会参画力 
積極的な社会参画を行い、市民社会の一員としての責任
を自覚し行動する力を身につけている。 

 

 

 

 

 

 



  

看護学部 
 

 
看
護
学
科 

看護学科では、豊かな人間性と倫理観及び専門的知識と技能を基盤とした看護実
践ができる看護職者を育成するために、所定の課程を修め、124単位の単位修得と
必修等の条件を充たしたうえで、次のような目標を達成した者に学位（看護学）を授
与する。 

<知識・技能> 
教養・専門
性・総合力 

自らを育て自立した女性として、幅広く深い教養を修める
とともに、命の尊厳を基盤とした豊かな人間性、倫理観、
責任感を身につけている。 

 

<思考力> 
問題解
決・発
見力 

人々を取り巻く環境の変化や健康問題を発見し解決する
能力を身につけている。 

論理的・ 

批判的思考
力 

健康課題に対し、批判的・分析的・論理的思考能力を身に

つけている。 

客観的思考

力 

あらゆる状況において、科学的・客観的視野に立って的確
な判断ができる能力を身につけている。 

生涯学習力 
健康課題に対し、常に新しい技術や知識を探求する姿勢
と柔軟な創造性を身につけている。 

 

<実践力> 
自律的活動

力 

効果的な看護実践に向け、主体的に取り組む力を身につ

けている。 

人間
関係
形成
力 

人間を一つの人格として全体的に捉え、豊かな対人関係
能力を身につけている。 

社会参画力 
市民社会の一員として、異文化への理解と社会に貢献す
る姿勢が身についている。 

 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/curriculum_policy.pdf） 

（概要） 

 

各学部・学科の教育目的をふまえ、カリキュラム・ポリシーとして学部・学科ごとの教

育課程編成の方針を定め、学生ハンドブックに記載するとともに、Web上に公表し、周

知している。 

 

生活科学部 

 

食

物

栄

養

学

食物栄養学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げ

る目標を達成するために、教養教育科目、専門科目を体系的に編成し、講義、演

習、実験、実習を適切に組み合わせた授業科目 を開講する。 

教育課程については、カリキュラム・マップを用いてその体系性や構造を明示

する。教育内容、教育方法、学修成果の評価については、以下のように方針を定

める。 



  

科  

１．教育内容 

（1） 高大接続を円滑なものとするため、1 年次に初年次教育を

行う。 

 

（2） 

深く幅広い知識の修得と豊かな人間性や倫理観の涵養のた

め、歴史、文化、科学、法律、語学、情報等についての知

識・技能を学ぶ。 

 

（3） 

持続可能な社会の創り手となるために、現代社会、とりわ

け地域社会の問題を自らの問題として主体的に捉える視点

を獲得する。 

 

（4） 

食、栄養及び健康に関する専門知識を修得し、人々のライ

フステージに応じた栄養指導力や給食運営力を養うため、

専門科目を体系的に編成する。 

 

（5） 

臨床、福祉、学校、行政などの現場において、市民生活の向

上に寄与できる人材を育成するため、栄養士、管理栄養士、

栄養教諭、フードスペシャリストの資格を有する専門職者

の育成にふさわしい専門科目を配置する。 

 

（6） 

臨地実習を通じて、大学で学修した知識と現場で得た知識

のつながりを理解し、問題発見・問題解決の方法の修得を

図る。 

 

（7） 

総合演習を通じて、科学的根拠や方法論を総合的に応用し、

栄養評価や管理が行える能力を養う。 

 

２．教育方法 

 

（1） 

講義、演習、実習を通して双方向的授業、問題解決型授業

を積極的に導入する。具体的には、グループワーク、ディ

スカッション、栄養・食事計画の立案を用い、多方向的な

教育を行う。 

 

（2） 

 

初年次の基礎ゼミにおいては、知識修得を図るため、また、

自己課題意識の形成を図るために、学生数を適切な規模に

維持する。 

 

（3） 

教育効果を十分にあげられるよう、クラス規模の調整、余

裕をもった時間割編成上の配慮、課題の提示、技能の自主

練習時間の確保等、授業時間外における学修を充実させる

取り組みを行う。 

 

（4） 

臨地実習には履修条件を設け、必要な知識や技能の修得の

促進を図るとともに、学生が自覚をもって実習に臨む態度

を育成する。 

 

（5） 

4 年次に、特別演習を通じて管理栄養士としての到達度に

ついて教員、学生自身双方から評価する。 

 

３．学修成果

の評価 

 

（1） 

成績評価の基準が規定されており、学生ハンドブックやシ

ラバスへ明記して周知を図る。 

 

（2） 

 

成績評価の妥当性は必要に応じて学科会議や教授会で審議

し、公正に評価が行われるよう配慮する。 

 



  

 

児

童

教

育

学

科 

児童教育学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げ

る目標を達成するために、教養教育科目、専門科目を体系的に編成し、講義、演

習、実習、インターンシップを適切に組み合わせた授業科目を開講する。 

教育課程については、カリキュラム・マップを用いてその体系性や構造を明示

する。教育内容、教育方法、学修成果の評価については、以下のように方針を定

める。 

 

１．教育内容 

（1） 高大接続を円滑なものとするため、1 年次に初年次教育を

行う。 

 

（2） 

深く幅広い知識の修得と豊かな人間性や倫理観の涵養のた

め、歴史、文化、科学、法律、語学、情報等についての知

識・技能を学ぶ。 

 

（3） 

持続可能な社会の創り手となるために、現代社会、とりわ

け地域社会の問題を自らの問題として主体的に捉える視点

を獲得する。 

 

（4） 

保育・教育に必要な基本的かつ専門的知識・技能を多角的

に修得するため、専門科目を体系的に編成し、保育士資格・

幼稚園教諭免許・小学校教諭免許の取得に必要な科目を系

統的に配置する。 

 

（5） 

1 年次には、地域に根ざした活動に関わる演習の履修を行

い、2 年次にインターンシップ等により積極的に地域に貢

献する学外活動に参加することで、他者と協働して問題解

決にあたる姿勢を養う。 

 

（6） 

保育・幼児教育課程、小学校教育課程に分けて教育課程を

設定し、保育 

所、幼稚園、学校、施設等で子どもや利用者と関わり、体験

を通してより良い保育・教育の在り方を理解・考察し、保

育力・教育力を身につける。 

 

２．教育方法 

 

（1） 

講義、演習、実習を通して双方向的授業、問題解決型授業

を積極的に導入する。具体的には、グループワーク、ディ

スカッション、ロールプレイ、模擬保育・模擬授業、フィー

ルドワークを用い、多方向的な教育を行う。 

 

（2） 

教育効果を十分にあげられるよう、クラス規模の調整、余

裕をもった時間割編成上の配慮、課題の提示、技能の自主

練習時間の確保等、授業時間外における学修を充実させる

取り組みを行う。 

 

（3） 

 

保育実習、教育実習にはそれぞれ履修条件を設け、必要な

知識や技能の修得の促進を図るとともに、学生が自覚をも

って実習に臨む態度を育成する。 

 

（4） 

4年次後期に、教職実践演習等を通じて、保育者・教育者と

しての到達度について教員、学生自身双方から評価する。 

 

３．学修成果

 

（1） 

成績評価の基準が規定されており、学生ハンドブックやシ

ラバスへ明記して周知を図る。 



  

の評価  

（2） 

成績評価の妥当性は必要に応じて学科会議や教授会で審議

し、公正に評価が行われるよう配慮する。 

 

（3） 

 

学修に関する履修カルテを 4 年間かけて作成し、自己の目

標や学生生活、学修成果の自己評価（ふりかえり）を行う。 

 

看護学部 

 

看

護

学

科 

看護学科では、看護職者としての基礎的・基本的な資質・能力を養成するために、

教養教育科目、専門科目を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせ

た授業科目を開講する。 

また、教育課程外で正規の授業科目との関連に考慮した学習や体験活動等の機会を

充実させ、もって大学における教育活動全体により卒業認定・学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）に掲げる目標の達成を図る。 

教育内容、教育方法、学修成果の評価については、以下のように方針を定める。 

 

１．教育内容 

（1） 高大接続を円滑なものとするため、1 年次に初年次教育を行

う。 

 

（2） 

深く幅広い知識の修得と豊かな人間性や倫理観の涵養のた

め、歴史、文化、科学、法律、語学、情報等についての知識・

技能を学ぶ。 

 

（3） 

自らを育て自立した女性の自己実現に寄与するため、「女性の

ライフサイエンス」、「社会貢献論」を必修科目として配置す

る。 

 

（4） 

 

看護職者に必要な専門教育科目を体系的に編成し、人々を心

身の両面から理解することを図るとともに、科学的知識の修

得や論理的思考力の育成を 図る。保健師教育課程・助産師教

育課程は、看護基礎教育との順序性を考慮し、かつ、それぞれ

の職業アイデンティティの形成に配慮した編成を行う。 

 

（5） 

初年次から臨地実習、基礎演習等で少人数での双方向性の指

導を行うことにより、学生が自ら考え行動する契機を与え、高

学年次の領域別看護学実習、総合看護学実習の履修によって

実践能力を段階的に育成する。 

 

（6） 

 

看護職者としての役割や使命感を認識し、他者と協働して問

題解決にあたる姿勢を養うため、学内や地域社会での体験の

機会を提供する。 

 

２．教育方法 

 

（1） 

講義、演習、実習を通して双方向的授業、課題解決型授業、シ

ミュレーション学習等を積極的に導入し、主体的な学修力を

高める。具体的には、グルー プ・ディスカッション、グルー

プ・ワーク、ディベートを用い、多方向的な教育を行う。 

 

（2） 

 

初年次の基礎演習や臨地実習においては、知識修得を図るた

め、また、関係的自立促進のために、学生数を適切な規模に維

持する。 



  

 

（3） 

教育効果を十分にあげられるよう、時間割編成上の配慮、課題

の提示、看 護技能の自主練習時間の確保等、授業時間外にお

ける学修を充実させる取り組みを行う。 

 

（4） 

基礎看護学実習、領域別看護学実習、総合看護学実習にはそれ

ぞれ履修条件を設け、必要な知識や技能の修得の促進を図る

とともに、学生が自覚をもって実習に臨む態度を育成する。 

（5） 4 年次後期に、看護技能の到達度について教員、学生自身双方

から評価する。 

 

３．学修成果の

評価 

 

（1） 

成績評価の基準が規定されており、学生ハンドブックやシラ

バスへ明記して周知を図る。 

 

（2） 

成績評価の妥当性は必要に応じて領域会議や教授会で審議

し、公正に評価が行われるよう配慮する。 

 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/admission_policy.pdf） 

（概要） 

 

本学の使命・目的及び各学部・学科の教育目的に即した学生を受け入れるため、アド

ミッション･ポリシーとして学科ごとの入学者選抜の方針を定めている。 

本学のアドミッション･ポリシーの基本は、「学び、そして、社会のために尽くさねば」

という、建学の精神を踏まえた他者への共感・他者との協調・他者への奉仕及び持続

可能な社会の構築を実践できる基本的素養を備えた学生を受け入れることにある。 

本学のアドミッション･ポリシーは、こうした建学の精神や基本理念を踏まえたうえ

で、学部・学科ごとに、より明確に受験生に伝わるよう、明文化したものであり、入試

ガイドをはじめ、大学案内、ホームページで広く学内外に公表し、周知を図っている。 
 

生活科学部 

看護学部 

 
食
物
栄
養
学
科 

食物栄養学科は、豊かな教養と人間性を備えるとともに、食、栄養及び健康に関
する専門知識を有し、食の分野から、地域社会の人々の健康づくりに貢献できる
人材の育成を教育目的に掲げている。 
そのような教育目的の下、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教
育課程編成の方針 
（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するために、次に掲げる知識・技能
や能力、目的意識・意欲等を備えた学生を求める。 

（1） 食、栄養及び人々の健康に強い興味を持つ人 

（2） 人々の健康づくりに向け、他者と目的を共有し協働できる人 

（3） 食を通じた健康の増進と社会への貢献に意欲的に取り組む人 



  

 

（4） 
高等学校までの履修内容のうち、読解力や表現力の基盤として「国
語（国語総合）」を、論理的・科学的思考力の基盤として「化学」、「生
物」の基礎知識を身につけている人 

 
児
童
教
育
学
科 

児童教育学科は、豊かな人間性と高い専門性を備え、子どもの成長・発達を支援
し、社会に貢献する意欲のある保育者・教育者の育成を教育目的に掲げている。 
そのような教育目的の下、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教
育課程編成の方針 
（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するために、次に掲げる知識・技能
や能力、目的意識・意欲等を備えた学生を求める。 

（1） 子ども、保育、教育に積極的な興味・関心を持つ人 

（2） 子どもや人と関わることの喜びや楽しさを他の人と共有することができ

る人 

 

（3） 
教育や福祉に関する諸問題に対し、自分の考えを持ち、筋道を立て
て説明することができる人 

（4） 
高等学校までの履修内容のうち、読解力や表現力の基盤として「国語
（国語総合）」の基礎知識を身につけている人 

（5） 地域活動やボランティア活動等に協力して取り組める人 

 
看
護
学
科 

看護学科は、豊かな人間性と倫理観及び専門的知識と技能を基盤とした看護実
践ができる看護職者の育成を目的とする。すなわち、看護に必要な科学的知識
や技能を授け、人格を涵養し、看護の実践や応用を通して疾病の予防、治療、健
康の保持・増進に貢献できる人材の育成を教育目的に掲げている。 そのような
教育目的の下、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程
編成の方針 
（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するために、次に掲げる知識・技能
や能力、目的意識・意欲等を備えた学生を求める。 

（1） 高等学校の教育課程を幅広く修得している人 

 

（2） 
看護職について積極的な興味や関心があり、生命への尊厳と他者
への思いやりをもっている人 

（3） 人と関わることの喜びや楽しさを感じ、他者の気持ちを理解することが

できる人 

 

（4） 
高等学校までの履修内容のうち、読解力や表現力の基盤として「国
語（国語総合）」、「英語」の基礎知識を、論理的・科学的思考力の基
盤として「数学」、「生物」、「化学」の基礎知識を身につけている人 

（5） 看護職として社会に貢献したいという目的意識をもっている人 

 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/org.html 



  

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人 

生活科学部 － 18 人 12 人 7 人 3 人 3 人 43 人 

看護学部 － 13 人 7 人 4 人 10 人 1 人 35 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 69 人 69 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

https://www.acoffice.jp/skuhp/KgApp?courc=01 

https://www.acoffice.jp/skuhp/KgApp?courc=22 

https://www.acoffice.jp/skuhp/KgApp?courc=06 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

授業改善に繋がる講演会の開催、公開授業の実施、授業評価アンケートを実施している。 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

生活科学部 150 人 89 人 59％ 600 人 463 人 77％ 0 人 7 人 

看護学部 90 人 100 人 111％ 360 人 397 人 110％ 0 人 0 人 

合計 240 人 189 人 79％ 960 人 860 人 90％ 0 人 7 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

生活科学部 
127 人 

（100％） 

1 人 

（  1.0％） 

115 人 

（  90.6％） 

11 人 

（  8.7％） 

看護学部 
104 人 

（100％） 

2 人 

（  2.0％） 

98 人 

（  94.2％） 

3 人 

（  2.9％） 

合計 
231 人 

（100％） 

3 人 

（  1.3％） 

213 人 

（  92.2％） 

14 人 

（  6.1％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

 

（備考） 



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 

カリキュラム・ポリシーに基づき、教養教育科目及び各学科の専門科目を体系的に編成

し、さらに科目区分を設定して、科目ごとに必修・選択の別、単位数、配当年次を定めて

いる。 

各授業科目の授業方法、内容、計画はシラバスにて公表している。 

シラバス作成にあたっては、12月末に作成要領を授業科目担当教員全員へ配布し、シラバ

ス作成を依頼している。シラバス作成要領には、はじめにシラバスの役割、シラバスの整

備と教育の質保証の関連の理解を求め、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準、授業時間外の学修等の留意点を記載し、この作成要領に基づいてシラバスを作成

するよう依頼している。3月末に全科目のシラバスを Web上で公表している。 

単位認定は、学則に基づき、講義科目、演習科目、実験・実習及び実技科目等の単位計算

方法を定めており、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学

修などを考慮したうえで、合格が認められた者に対して、単位を認定している。 
 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 

成績評価に対して、GPAを下記の算出基準・方法により導入している。これらの基準方法

は履修規程において定めており、Web上で公表している。 

 

＜GPAの算出基準＞ 

 評点 評価 GP 

合 格 

100～90 点 秀 4.0 

89～80 点 優 3.0 

79～70 点 良 2.0 

69～60 点 可 1.0 

不合格 59～ 0 点 不可 0 

 



  

・GPA算出方法 
 

   （履修登録した授業科目の GP×その授業科目の単位数）の合計 

   履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

  ※算出除外科目 

  ・上記の 5段階評価ができない認定単位については、GPA算出から除外する。 

  ・卒業要件以外となる資格科目については、GPA算出から除外する。 

 
卒業の認定については、各学科のディプロマ・ポリシーに則り、生活科学部食物栄養学科

は 126単位以上、生活科学部児童教育学科と看護学部看護学科は 124単位以上を修得した

者について、学部教授会の議を経て学長が卒業を認定している。 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

生活科学部 
食物栄養学科 124 単位 有・無 単位 

児童教育学科 124 単位 有・無 単位 

看護学部 看護学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/facilities.html 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

生活科学

部 

食物栄養

学科 
750,000 円 250,000 円 520,000 円  

児童教育

学科 
750,000 円 250,000 円 380,000 円  

看護学部 看護学科 980,000 円 250,000 円 660,000 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

入学時や新年度開始時に、各学科の教員と教学センターの事務職員が連携し、履修ガイ

ダンスの実施及び履修指導を行っている。 

また、各学科でクラス担任制を導入やオフィスアワーの設定に加え、積極的に学生の学

修や成績に関する不安などに対応するため、2022年度より、学修・キャリア総合支援セ

ンターを開設し、学生の学修支援、キャリア支援、メディアサポート、教職支援を 1部

局でトータルにサポートする体制を新たに整えた。 

GPA＝   



  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

職業に直結した資格取得を目指す学科構成から、教育課程内において 1年次より現場体

験や OG（卒業生）による講演など、将来への目的意識を明確にする科目や機会が設定さ

れている。 

3年次以降は、臨地実習や教育実習、保育実習等を通じて、自己の適職と進路を見極め

る科目が配置されている。教育課程外におけるキャリア支援は、学修・キャリア総合支

援ｗセンターを中心にインターンシップなど就職支援プログラムを実施し、進路実現に

向け学生をサポートしている。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

学生の健康の保持・増進を図るため毎年４月に健康診断を実施し、健康管理室が健康相

談や保健指導を行っている。 

精神的な問題を抱える学生に対しては、臨床心理士の資格を有するカウンセラーが対応

しており、定期的にメールマガジンを配信することで、カウンセリングルーム利用の周

知に努めている。 

クラス担任においても、定期的に個人面談を実施し、個々の学生の留意点を把握し、必

要に応じて各部署と連携しながらサポートしている。 
 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/public_info.html 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F127310108269

（備考）

内
訳

28人

20人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

123人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

123人

後半期

115人

69人

34人

12人

学校名

設置者名

千里金蘭大学

学校法人金蘭会学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

121人

73人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人

0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

-

ＧＰＡ等が下位４分の
１

-

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 -

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人
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